
 
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 

 

法人名 
社会福祉法人 

長岡福祉協会 
代表者 

 

田宮 崇 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

 

自分や家族・友人が利用したいと思うサービスを提供します。 

通所・宿泊・訪問この３つを自由にその方にとって必要な支援を組み合わせて 

その時の体調や状況によって柔軟なサービスを提供しています。 

 

事業所名 
小規模多機能型 

居宅介護深沢 
管理者 

 

松田 悠一 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 2 人 2 人 人 人 1 人 人 2 人 人 8 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 

確認 

・小規模協議会の示しているライ

フサポートワークについて学び評

価の意味を理解する。 

・外部評価（事業所自己評価等）に

ついての学習会を開き、全スタッ

フで共有する。 

ライフサポートワークや外部評価

の学習会を行った。ライフサポー

トワークは理解を深めるまではい

かなかったが、外部評価は全職員

で内容を理解して取り組むことが

出来た。 

・全員で自己評価に取り組んでい

る。項目によっては「あまりできて

いない」「ほとんどできていない」

との回答が多い項目もあったが、

できていないと評価した項目を検

討課題としながらチームワークの

醸成に繋げて頂けたらと思う。 

 

・事業所自己評価の改善計画の

進捗状況を毎月の事業所ミーテ

ィング時に職員間で共有・確認

し、計画を進めていく。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・環境整備の年間計画を立てる

（年間を通じて季節を感じること

ができる） 

・植木や花をご利用者が自然に管

理できる環境を整え、毎月のミー

ティングで評価していく。 

・広報担当を決め、年に 3 回は地

域の方に見てもらえるようにす

る。 

・環境整備の年間計画を立てる事

は出来なかったが、季節を感じて

頂く装飾、雰囲気作りは実践する

ことが出来た。ご利用者からも好

評だった。また植木や花をご利用

者が自然に管理できる環境を整え

る事は出来た。 

・広報は担当を決めて発行する事

は出来なかった。 

・事業所のしつらえは季節を感じ

させるものであり、居心地の良い

環境作りに配慮されていると思

う。 

・利用者の方がゆっくりと気楽に

過ごせる環境を継続してほしい。 

 

・ご利用者と一緒に季節の装飾

の計画を立て、創作活動や飾り

つけを行う。また、毎月のミー

ティングで評価していく。 

 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・ご利用者のお住いの町内などで

の行事やイベントについて調べ、

一覧表を作る。 

・食事会等のイベントがある場合

は参加できるように努める。 

・コミセン等と連携を図り「介護保

険の事」や「人生の最後をどこで終

えたいか」等、地域の方が今聞きた

い内容の勉強会の開催に努める。 

・コロナ禍で地域のイベントが開

催される事が少なく一覧表を作成

する事は出来なかった。 

・コミニティーセンターで開催さ

れた作品展や創作活動は感染状況

に合わせて参加する事が出来た。 

・コミニティーセンターで開催さ

れた福祉・介護の学習会に参加さ

せて頂き、小規模について説明す

る機会を頂いた。 

・コミニティーセンターとの関係

性が良く、地域の活動等に注目し

ている。 

・コロナ禍で地域との関わりが図

りにくい状況だが、今後も作品発

表の機会などを利用して参加して

頂きたい。また地域の方と繋がる

機会を継続して持つことで、少し

ずつ地域に浸透していくと思う。

今後も積極的に地域と繋がる機会

 

・コミニティーセンターや地域の

行事に、ご利用者と一緒に参加し

ていく。 

・事業所として、地域の活動の中

で出来る事をコミニティーセン

ターや町内会に発信し、介護教室

等の開催に努める。 



 を作ってほしい。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・自宅近くの商店街などに一緒に

出向き、顔見知りになる。 

・個別の関わりの中でつながりを

継続できるように訪問、送迎時に

近所の方と話す機会を持ち下地を

作っていく。 

・家族や近所から地域の取り組み

（お茶会などの集まり等）を教え

てもらい、「いつどこでどんなも

のを」開催しているか一覧表を作

る。 

 

・自宅近くの商店街などに出向く

事は出来なかったが、訪問や送迎

時に近隣の方と挨拶をしたり、話

をしたり、関わる機会を持つ事は

出来た。また、一人暮らしの方は民

生委員の方とも情報交換を行う事

が出来た。 

・ご利用者の方が参加されている、

地域のサークル活動や老人会の集

まりの情報は教えて頂いたが、コ

ロナ禍で定期的に開催されておら

ず一覧表を作るまでは出来なかっ

た。 

・地域の取り組み情報は、運営推進

会議の場を活用する他、町内会長

さんや民生委員さんなどと連携し

ていただく中で、地域のイベント

情報を収集することができるので

はないか。 

 

・個別の関わりの中でつながりを

継続できるように訪問、送迎時に

近所の方と話す機会を持ち関係性

作りに努める。 

・個別ケアとして、地域への外

出を計画し、ご利用者の馴染み

のある場所や興味のありそうな

場所に出向いていく。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・事業所の目標を共有し、目標達

成のための取り組みについても報

告し意見をいただく。 

・ご利用者に必要な支援について

検討することによって、地域の課

題をみつけ情報共有を行う。 

・書面での開催が多くなったが頂

いた意見等は事業所内で回覧し職

員間で情報の共有を図った。 

・地域の課題や利用者の支援につ

いて等、詳しい事例検討までは行

かなかった。 

・地域の方の懸案でもある事例に

ついての意見交換だったことか

ら、活発なご意見が出されていた。 

・引き続き、課題共有することで、

地域と相互連携を図って頂きた

い。 

・多くの職員が運営推進会議に参

加し、意見交換等を行ってもらい

たい。 

 

 

・多くの職員が運営推進会議に参

加する機会を作る。 

・事業所の支援事例を通じて、地域

の困りごと等の共有や検討を行

う。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・コミニティーセンターなどに声

を掛け、コミセンの防災訓練を見

学させて頂き、サポートセンター

の防災訓練に参加していただく。 

・一人暮らしの方の近所の方に災

害時に本人の様子をすぐに確認で

きるように連絡体制を整えて事業

所の防災計画に盛り込んでいく。 

・今年度は新型コロナウイルスの

関係で、防災訓練を見学して頂く

事は出来なかった。 

・一人暮らしの方は、民生委員の方

と災害時の対応について連絡体制

等を確認する事ができた。 

・火災を想定した避難訓練でも、

出火場所や避難経路を変更して行

うなど、様々な状況を想定した訓

練を行って頂きたい。 

・火事、水害、地震に対する備え

の他、雪害に対しても対策検討を

お願いしたい。 

・訓練だけでなく、備蓄品の確認

や使用方法の確認も行った方が良

い。 

 

 

・ご利用者が生活されている地

域の防災訓練に職員を参加させ

て頂き、地域の災害時の対応を知

る。 

・事業所における防災訓練で避

難訓練の他に水消火器を使用し

ての訓練等をご利用者と一緒に

行う。 

 


